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二
〇
二
〇
年
に
還
暦
を
迎
え
る
に
あ
た
り
年
賀
状
を
「
卒
業
」

し
て
以
来
、
年
末
年
始
の
書
き
も
の
は
こ
の
巻
頭
言
と
新
書
大

賞
投
票
に
な
っ
て
い
る
。
新
書
大
賞
は
昨
年
度
に
刊
行
さ
れ
た

新
書
中
の
ベ
ス
ト
５
を
選
ぶ
も
の
だ
か
ら
「
回
顧
」
で
あ
り
、
四

月
刊
行
の
巻
頭
言
は
「
展
望
」
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。 

こ
の
二
〇
二
三
年
度
、
私
は
前
期
に
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
（
研
究
専

念
期
間
）
を
取
得
し
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
ま
と
め
る
機
会
に
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
は
旧
約
聖
書
の
安
息
日

（
六
日
間
働
い
た
後
の
七
日
目
）
を
意
味
す
る
ラ
テ
ン
語 

sabbaticus 

に
由
来
す
る
の
で
、
原
義
は
「
休
暇
」
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
日
頃
ま
と
ま
っ
た
研
究
時
間
を
確
保
で
き
な
い
大

学
教
員
の
場
合
、
こ
の
「
休
暇
」
こ
そ
研
究
に
専
念
で
き
る
チ
ャ

ン
ス
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
ゼ
ミ
ナ
リ
ス
ト
に
博
士
論
文
を
順
調
に

仕
上
げ
て
も
ら
う
た
め
に
、
こ
の
前
期
も
夏
休
み
同
様
に
「
博
士

論
文
定
期
検
診
」
は
続
け
る
予
定
で
あ
る
。 

今
後
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
を
申
請
す
る
方
々
の
ご
参
考
の
た
め
に
、

私
が
二
〇
二
二
年
七
月
に
研
究
科
長
に
提
出
し
た
「
特
別
研
究

期
間
」
申
請
書
類
の
内
容
を
こ
こ
に
公
開
し
て
お
き
た
い
。 

 
 

＊ 
 

＊ 
 

＊ 
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研
究
テ
ー
マ 

近近
代代
日日
本本
にに
おお
けけ
るる
「「
メメ
デデ
ィィ
アア
議議
員員
」」――

――
〈〈
教教
育育――

メメ
デデ
ィィ
アア――

権権
力力
〉〉
のの
視視
点点  

研
究
計
画
〈
教
育―

メ
デ
ィ
ア―

権
力
〉
の
三
者
関
係
か
ら

「
政
治
の
メ
デ
ィ
ア
化
」
の
日
本
的
特
質
を
構
造
的
に
解
明
す

る
共
同
研
究
の
成
果
と
し
て
、
佐佐
藤藤
卓卓
己己
編編
『『
近近
代代
日日
本本
メメ
デデ
ィィ

アア
議議
員員
列列
伝伝
』』
全全
一一
五五
巻巻
（
創
元
社
・
二
〇
二
三
年
六
月
か
ら
二

〇
二
六
年
一
月
）
を
刊
行
す
る
。
佐
藤
個
人
に
と
っ
て
は
ゼ
ミ
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
を
中
心
に
執
筆
す
る
佐
藤
の
京
都
大
学
退
職
記
念
事

業
の
一
環
で
あ
り
、
第
一
巻
の
執
筆
作
業
と
シ
リ
ー
ズ
全
体
の

監
修
を
集
中
的
に
行
う
。
各
年
の
刊
行
計
画
は
以
下
の
通
り
で

あ
る
。 

二
〇
二
三
年
の
六
月
に
佐
藤
卓
己
『
池
崎
忠
孝
の
明
暗―

教

養
主
義
者
の
大
衆
政
治
』（
東
京
帝
大→

萬
朝
報→

護
国
同
志

会
）、
同
八
月
に
井
上
義
和
『
降
旗
元
太
郎
の
理
想―

名
望
家
政

治
か
ら
大
衆
政
治
へ
』（
東
京
専
門
学
校→

信
濃
日
報→

憲
政

党
）、
同
一
一
月
に
白
戸
健
一
郎
『
中
野
正
剛
の
民
権―

狂
狷
政

治
家
の
矜
持
』（
早
稲
田
大→

東
京
朝
日
新
聞→

国
民
同
盟
）
を

刊
行
す
る
。 

二
〇
二
四
年
の
一
月
に
赤
上
裕
幸
『
三
木
武
吉
の
裏
表―

輿

論
指
導
か
世
論
喚
起
か
』（
東
京
専
門
学
校→

報
知
新
聞→

憲
政

会
）、
同
三
月
に
河
崎
吉
紀
『
関
和
知
の
出
世―

政
論
記
者
か
ら

メ
デ
ィ
ア
議
員
へ
』（
東
京
専
門
学
校→

新
総
房→

憲
政
会
）、
同

五
月
に
松
尾
理
也
『
橋
本
登
美
三
郎
の
協
同―

保
守
が
夢
見
た

情
報
社
会
』（
早
稲
田
大
学→

東
京
朝
日→

自
民
党
）、
七
月
に
福

間
良
明
『
西
岡
竹
次
郎
の
雄
弁―

苦
学
経
験
と
「
平
等
」
の
逆
説
』

（
早
稲
田
大
学→

長
崎
民
友→

政
友
会
）、
九
月
に
山
口
仁
『
田

川
誠
一
の
挑
戦―

保
守
リ
ベ
ラ
ル
再
生
の
道
』（
慶
應
義
塾
大
学

→

朝
日
新
聞→

新
自
由
ク
ラ
ブ
）、
同
一
一
月
に
佐
藤
彰
宣
『
石

山
賢
吉
の
決
算―

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
政
治
は
あ
る
か
』（
慶
應
義

塾
商
業
学
校→

実
業
之
世
界→

民
主
党
）
を
刊
行
す
る
。 

二
〇
二
五
年
の
一
月
に
松
永
智
子
『
米
原
昶
の
革
命―

不
実

な
政
治
か
貞
淑
な
メ
デ
ィ
ア
か
』（
一
高→

赤
旗→

共
産
党
）、
三

月
に
石
田
あ
ゆ
う
『
神
近
市
子
の
猛
進―

婦
人
運
動
家
の
隘
路
』

（
津
田
英
学
塾→

東
京
日
日→

日
本
社
会
党
）、
五
月
に
長
﨑
励

朗
『
上
田
哲
の
歌
声―

Why not protest?

』（
京
都
大
学→

日

本
放
送
協
会→

社
会
党
）、
七
月
に
片
山
慶
隆
『
大
石
正
巳
の
奮

2



闘―

自
由
民
権
か
ら
政
党
政
治
へ
』（
三
菱
商
業
学
校→

自
由
新

聞→
憲
政
党
）、
九
月
に
戸
松
幸
一
『
古
島
一
雄
の
布
石―

明
治

の
侠
客
、
昭
和
の
黒
幕
』（
共
立
学
校→

［
新
聞
］
日
本→

政
友

会
）、
一
一
月
に
河
崎
吉
紀
編
『
近
代
メ
デ
ィ
ア
議
員
人
名
辞
典
・

付
総
索
引
』
を
刊
行
す
る
。
シ
リ
ー
ズ
完
結
後
、
二
〇
二
六
年
に

完
結
記
念
＆
京
都
大
学
退
職
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
予
定
し
て

い
る
。 

＊ 
 
 

＊ 
 

＊ 
 

＊ 

少
々
苦
し
い
言
い
訳
を
す
れ
ば
、
二
〇
二
六
年
三
月
の
定
年

退
職
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
を
前
面
に
押
し
出
し
て
い
る
も
の
の
、

本
来
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
二
〇

一
五
～
一
八
年
度
「「
メ
デ
ィ
ア
出
身
議
員
」
調
査
に
よ
る
新
し

い
メ
デ
ィ
ア
政
治
史
の
構
想
」（
代
表
者
・
佐
藤
卓
己
、
研
究
課

題15H02792

）
お
よ
び
同
二
〇
二
〇
～
二
三
年
度
「
近
代
日
本

の
政
治
エ
リ
ー
ト
輩
出
に
お
け
る
「
メ
デ
ィ
ア
経
験
」
の
総
合
的

研
究
」（
代
表
者
・
佐
藤
卓
己
、
研
究
課
題20H04482

）
の
研
究

成
果
の
一
部
で
あ
る
。
当
然
な
が
ら
こ
の
科
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
お
い
て
最
も
古
い
時
期
と
最
も
新
し
い
時
期
の
「
メ
デ
ィ
ア

議
員
」
を
執
筆
し
て
も
ら
う
た
め
、
元
ゼ
ミ
ナ
リ
ス
ト
以
外
か
ら

も
気
鋭
の
歴
史
学
者
、
政
治
学
者
、
教
育
社
会
学
者
に
参
加
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。 

サ
バ
テ
ィ
カ
ル
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
こ
の
巻
頭
言
を
書

き
な
が
ら
も
、
す
で
に
私
は
自
ら
執
筆
す
る
第
一
巻
『
池
崎
忠

孝
の
明
暗
』
に
心
を
奪
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
原
稿
を
書
く
の
は

本
当
に
楽
し
い
。
右
の
申
請
書
に
は
書
い
て
い
な
い
が
、
こ
の

仕
事
に
続
い
て
『
言
論
統
制
』（
中
公
新
書
）
刊
行
二
〇
周
年

の
二
〇
二
四
年
に
向
け
て
、
改
訂
新
版
の
準
備
を
始
め
る
予
定

で
あ
る
。
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
は
「
休
暇
」
に
な
り
そ
う
に
な
い
の

で
、
や
は
り
「
研
究
専
念
期
間
」
と
訳
し
て
お
き
た
い
。 
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